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第２１回伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会会議録 
招 集 年 月 日         平成１７年３月７日（月） 

招 集 の 場 所         瀬戸町民センター ２階会議室 

開会日時及び宣告 平成１７年３月７日 午前１０時００分 議 長 井 上 善 一 

閉会日時及び宣告 平成１７年３月７日 午前１０時２２分  

会議録署名委員         二 宮 定 正 井 上 喜代男 中 村 敏 彦 

会      長 井 上 善 一   

副   会   長 中 元 清 吉   

副   会   長 宮 本 征 士   

氏 名 出欠等 氏 名 出欠等 氏 名 出欠等

谷 藤 公 敏 ○ 上 田  實 ○ 阿 部 吉 馬 × 

上 野  守  ○ 阿 部 道 忠 ○ 松 下  均 × 

小 泉 和 也 ○ 大久保 光 留 ○ 中 村 敏 彦 ○ 

田 丸 喜 一 ○ 山 本 吉 昭 ○ 小 林 絹 久 ○ 

田 中 康 司 ○ 阿 部 好 晴 ○ 福 田 一 郎 × 

山 口 和 哉 ○ 山 本 眞 平 ○ 清 水 智素子 ○ 

篠 川 晴 子 ○ 宮 下  寛 ○ 福 島 三 郎 × 

岡 元 幸 雄 ○ 井戸本 昭 夫 ○ 中 田 幸 藏 ○ 

樋 田  剛  ○ 石 崎 照 夫 ○ 西 谷  傳 ○ 

小 林 栄 喜 × 梶 原 磯 雄 ○ 其 田  稔 × 

木 下  清  × 井 上 喜代男 ○ 清 家 慎太郎 × 

古 田 宇佐彦 ○ 河 野 ヤヨイ ○ 小 松 道 夫 ○ 

二 宮 定 正 ○ 藤 村 泰 昭 ○ 村 市  忠 ○ 

藤 井 順 子 ○ 宮 本 敏 光 × 梶 谷 吉 幸 ○ 

田 縁 柳太郎 ○ 谷 口 利 治 ○ 西 川 一 彌 ○ 

中 藤  勇  ○ 佐々木 喜美香 ○ 小 林 文 夫 ○ 

委      員 

藤 田 昭 作 ○     

監  査  委  員 桝 田 信 夫 ○ 中 西 正 利 ○ 玉 里 善 雄 ○ 

顧      問 高 門 清 彦 ×     

幹 事 長 代 理 清 水 博 義 ○     

濱 口 市 作 ○ 森 口 又兵衛 ○ 阿 部 松 壽 ○ 
幹      事 

山 下 和 彦 ○ 近 田 三 郎 ○ 阿 部 一 寿 ○ 

増 田 愛 明 ○ 山 本 桂 二 ○ 坂 本 明 仁 ○ 

加 藤 克 馬 ○ 三 好  要 ○ 竹 内 元 昭 ○ 合併協議会事務局 

河 上 芳 輝 ○ 明 神 千登勢 ○   

専 門 部 会 山 内 弘 信 ○     

会 議 次 第          別紙のとおり 

会 議 の 経 過          別紙のとおり 

傍 聴 人 の 数           ４人 
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会 議 次 第 

１．開   会 

２．会長（瀬戸町長）あいさつ 

３．会議録署名人の指名について 

４．議事 

   報告 

① 報告第４２号 伊方町長職務執行者の選任について 

議案 

① 議案第１９号 伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会の廃止について 

５．その他 

６．副会長あいさつ 

７．閉   会 
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協 議 会 事 務 局 長  皆様、大変お待たせをいたしました。一同御起立ください。

礼。ご着席ください。どうもありがとうございました。 

 本日は大変お忙しい中、ご参集を賜りまして、誠にありがと

うございました。 

 本日の会議は、規約第１０条の規定により、出席者が過半数

に達しておりますので、この会議は成立いたしました。 

 ただ今から第２１回合併協議会会議を開催させていただきま

す。 

 本日の会議は、皆様のお手元の次第に沿って進めさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、開会に当たりまして井上会長のごあいさつをお願

いいたします。 

井  上  会  長  皆さんおはようございます。 

            大変お忙しい中、一部、まだお見えになっていない委員さんも

いらっしゃいますけれども、この合併協議会、会長として最後

のごあいさつさせていただく、第２１回の協議会となりまし

た。 

 大変寒い毎日が続いておりましたけれども、土の中から虫が

覗いて、少しずつ春を感じるという啓蟄も過ぎました。これか

ら多分、日一日と本当に春らしい毎日がそこにやってくるんだ

ろうなという、そんな今日このごろでございます。 

 この合併協議会、思い起こせば、平成１４年の９月に伊方

町、瀬戸町の２町で任意協議会を立ち上げまして、合併協議が

スタートいたしました。そして、年が明けること平成１５年の

１月に法定協議会に移行し、その後１５年の７月、新たに三崎

町が加わりまして、３町の合併協議会が本格的な協議をスター

トし、今日を迎えました。 

 何回目かの協議会でごあいさつに申し上げましたけれども、

この３両編成の列車が脱線することなく、そのゴールまで是非

皆様方のご協力で目的地まで到着したい、というそんなお願い

をいたしました。そして、そのとおり３両編成のまま合併とい

う駅にまもなく到着いたします。しかしながら、その駅という

のはゴールではなくて、ゴールであると同時に、また始発駅で

もあります。まさしく終着駅は始発駅というそんなことではな
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いかと思います。 

 そういう意味では、合併協議会は解散いたしますけれども、

解散いたしましても、そしてまた、新町になりましても皆様方

の２年半にわたるこの協議の成果というものをそれぞれの立場

でご指導いただき、そしてまたご活躍いただくというそんな役

割をお互いが持つのかと思います。 

 本日は、お手元にお配りしております資料に基づきまして、

職務執行者の議案、そしてまた、解散議案という大変形式的な

ことになるわけでありますけれども、最後の合併協議会にお集

まりいただきましたことと重ねてお礼を申し上げまして、開会

のごあいさつといたします。 

協 議 会 事 務 局 長  どうもありがとうございました。それでは早速会議に入らせ

ていただきます。これより議事進行は、規約第１０条の規定によ

りまして井上会長に進めていただきますのでよろしくお願いいた

します。 

井  上  会  長  はい、それでは規約の定めによりまして、私の方で議事を進行

させていただきますので、ご協力のほどよろしくお願いを申し上

げます。 

            会議次第３番の会議録署名人の指名についてお諮りいたしま

す。 

            会議録署名人の指名は、私の方で指名させていただいてよろし

いでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  はい、では、本日の会議録署名人に伊方町の二宮定正委員、瀬

戸町の井上喜代男委員並びに三崎町の中村敏彦委員を指名いたし

ます。よろしくお願いをいたします。 

            それでは、議事に入ります。 

            報告事項を議題といたします。 

            それでは、報告第４２号伊方町長職務執行者の選任についてを

議題といたします。 

            事務局の説明を求めます。 

総  務  班  長  失礼いたします。 

            資料１ページをお願いいたします。 

報告第４２号伊方町長職務執行者の選任について。 
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伊方町長職務執行者を、別紙のとおり定めたので報告する。 

平成１７年３月７日提出。 

伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会会長井上善一。 

次のページをお願いいたします。 

西宇和郡伊方町、同郡瀬戸町及び同郡三崎町を廃し、その区

域をもって平成１７年４月１日から設置される｢伊方町｣となる

ことに伴う伊方町長職務執行者について、地方自治法施行令第

1 条の２第 1 項の規定に基づく協議により、関係団体の長であり

ます３町長で平成１７年２月７日協議いたしまして、伊方町長

職務執行者を井上善一氏に定めたので報告するものです。 

             なお、この件につきましては、合併協議会の中で３町の長が別

に協議して定めるものと確認されております。 

  また、任期等につきましては、３町の町長は、合併の日の前

日、平成１７年３月３１日に失職することになりますので、合

併当日、平成１７年４月１日から新町長が選出される日、合併

の日から５０日以内まで、新町の町長が不在となります。 

            そこで、新町の行政運営に支障を来たさないため町長としての

職務を暫定的に行うものです。 

  以上、職務執行者の選任でございます。 

井  上  会  長  はい、以上報告がございましたけれどもご意見はございません

か。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  それでは特にないようでございますので、報告第４２号を閉じ

ます。 

            次に議案事項を議題といたします。 

            議案第１９号伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会の廃止につい

てを議題といたしまします。 

            事務局の説明を求めます。 

総  務  班  長  はい、失礼いたします。 

            資料は３ページをお願いいたします。 

            議案第１９号伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会の廃止につい

て。 

平成１７年４月１日から西宇和郡伊方町、同郡瀬戸町及び同

郡三崎町を廃し、その区域をもって新たに「西宇和郡伊方町」
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を設置することに伴い、平成１７年３月３１日をもって、伊方

町・瀬戸町・三崎町合併協議会を廃止する。 

            記。 

１、合併協議会の収支については、伊方町・瀬戸町・三崎町

合併協議会規約第１９条の規定に基づき、解散の日をもって打

ち切り、会長であった者がこれを決算する。 

２、決算については、監査委員の監査を受けた後、速やかに

決算書を作成し、協議会委員であった者に通知するものとす

る。 

３、合併協議会の決算に伴う不用額及び合併協議会が有して

いる備品、事務用品等は、新伊方町にすべて引き継ぐものとす

る。 

 平成１７年３月７日提出。 

            伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会会長井上善一。 

 伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会でございますが、平成１

４年９月６日伊方町と瀬戸町で任意協議会を設置し、平成１４

年１２月２０日両町議会で法定協議会設置について議決をいた

だいた後、平成１５年１月１日には、２町による法定協議会を

設立いたしました。同年７月１日三崎町が加わり、本日まで４

回の任意協議会を含め２５回の合併協議会を開催し、協議項目

の確認、新町建設計画作成などを行い、平成１６年９月９日に

は、合併協定調印式。平成１６年１０月２１日には、愛媛県知

事に廃置分合申請を行い、平成１６年１２月２０日に廃置分合

の愛媛県知事による処分決定がなされ、同日総務大臣に届出が

なされ、平成１７年１月１７日総務大臣の告示がなされたこと

から、平成１７年４月 1 日に新伊方町が設置されることとなっ

てございます。 

 このことから、平成１５年１月１日に設置した伊方町・瀬戸

町・三崎町の合併協議会は、その役割が終了することとなった

ため、平成１７年３月３１日、合併の日の前日をもって３町議

会の議決を経て廃止するものでございます。なお、協議会の決

算及び財産につきましては、付記いたしてございますとおり処

理し、新町に引き継ぐものです。 

            以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 
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井  上  会  長  以上、事務局より説明がございましたけれども、ご質疑はござ

いませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  それではないようでございますので、確認をさせていただきま

す。 

            議案第１９号伊方町・瀬戸町・三崎町合併協議会の廃止につい

ては原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決定されま

した。 

            予定した案件は以上でございますが、その他何かご意見ござい

ませんか。 

            はい。 

宮 本 副 会 長  菜の花が本当にお互いの夢をつなぐように、半島に咲き誇っ

ておりますけれども、２１回の合併協議会、最後ということ

で、お許しをいただきまして一言だけお礼を申し上げたいと思

います。 

            三崎町がこの合併協議会に、開会の井上会長のあいさつにもあ

りましたように、加入することが遅れました。そして、ご心配

いただきました診療所の赤字を持ち込むということで瀬戸、伊

方の町民の皆様、とりわけこの合併協議会の委員さんにはいろ

いろな意味でご心労をおかけいたしましたことを本当に心痛め

ておりました。 

１５年度に町長になりまして、この診療所の赤字が、この合

併協議会の大きな障害になるであろうことは十二分に想定され

ましたので、私どもはできるだけの経費の節約を図って、１円

でも多くの赤字の削減を図りたいということで、１５年度は収

入役の廃止、そして我々の給与、報酬のカットを含めまして、

いろいろなできるだけの経費の削減を行いまして、約５千万余

りの診療所の赤字の削減を図りました。昨年の１月末の本合併

協議会で７億９２６９万６千円を新町に持ち込むと、しかし、

三崎町はなおこの削減に努力するという調整をいただきまし

た。本当にありがたく思っておりました。引き続き１６年度も

できるだけの削減を図って、ということで管理職の手当のカッ
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ト、ごみ収集をはじめ十二分とは言えないかもしれませんけれ

ども、我々にとっては精一杯の削減に相努めました。しかしな

がら１６年度は国の三位一体行財政改革というあおりを受けま

して、思ったような削減にはなりませんでしたけれども３千万

なにがしかの削減を図りました。本年末には約７億ぐらいにな

るのではなかろうかと概算ではありますけれども思っておりま

す。しかし新町になっての予算編成の段階で新町の４施設の診

療報酬が５億余りという中で繰上充用金が２億数千万も多いと

いうことで、これは問題があるというような状況の中で、お許

しをいただきまして、持ち込む予定でございました基金を一部

取り崩しまして、５億弱の赤字額にして持ち込みたいというこ

とで皆さんのご理解をいただきたいと考えております。 

前回の合併協議会の時に瀬戸の委員さんからもご指摘がござ

いましたけれども、事務引継につきましては本当に県の方にも

いろいろご相談にも行きましたけれども、これがベストだとい

うような妙案はございませんでした。したがって、時間はかか

りますけれども何回かの予算編成の段階でこの問題を解決して

いっていただきたいということでございます。 

本年末、３月末をもちまして、１５、１６年度で三崎町の職

員の退職者数は約２０名を数えます。そういう意味におきまし

て、私たち三崎町の町民が職員一丸となってこの三崎、瀬戸、

伊方の新町に向かって努力したということも認めていただきた

いと思います。ご迷惑をおかけいたしましたけれども、どうか

新町が皆さんのご尽力、ご協力で新しい未来のあるスタートを

切ってほしいと思っております。 

本当に短い時間でございましたけれども、ご迷惑をおかけい

たしましたことにもかかわらず、温かく受け入れてくださいま

したことに対してお礼を、感謝を申し上げたいと思います。ど

うもありがとうございました。 

井  上  会  長  はい、三崎町長から皆様にご説明がございました。 

            他に何かございませんか。 

            特にないようでございますので、以上で本日の議事を終了いた

します。 

            平成１４年９月６日任意協議会を設置して２年６ヶ月、任意４
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           回を含めまして２５回の協議会を重ねて参りました。本日が最後

           の合併協議会となりますが、皆様方のご協力に対しまして、心よ

           り感謝を申し上げます。本当に長い間ありがとうございました。 

            これをもちまして、本日の協議会を終了させていただきます。 

協 議 会 事 務 局 長  どうもありがとうございました。 

            それでは、最後に三崎町長、伊方町長両副会長にごあいさつを

いただきたいと思います。はじめに三崎町長、宮本副会長にお

願いいたします。 

宮 本 副 会 長  本当に皆さんのご尽力、ご努力によりまして、新しい伊方丸

がいよいよ４月１日から進水をすることになりました。先程、

井上会長の招集のごあいさつにもございましたように、皆さん

が本当に努力をして、苦労をして作ったこの新伊方丸の航海が

皆さんのこれからの引き続いてのご尽力、ご協力で町民にとっ

て安全で安心な航海ができた、合併して良かった、そして皆さ

んががんばって良かったと、そういう日が１日でも早く来るこ

とをご祈念申し上げまして、皆さんのご労苦に対して深甚なる

敬意と感謝を申し上げて最後のごあいさつとさせていただきま

す。 

            本当に長い間ご苦労様でございました。 

協 議 会 事 務 局 長  ありがとうございました。続きまして、伊方町長、中元副会

長のごあいさつをお願いいたします。 

中 元 副 会 長  一言ごあいさつを申し上げます。合併協議会は先程来お話が

ございますように２年６ヶ月という長期間にわたりまして、それ

ぞれの立場で、それぞれの地域の住民の代弁者として委員の皆様

方がご熱心にご協議をしていただいた、そのおかげで本日を迎え

ることができたと思います。途中には紆余曲折、外部の関連機関

ではいろいろと問題が発生をいたしましたけれども、本協議会は

終始一貫ぶれることなく合併に向かっての真剣な討議がなされた

ということに対しまして、本当に感謝と敬意を表したいと思いま

す。 

            我が国の政治情勢、皆様方ご案内のとおり、国の財政はますま

すひっ迫の度を増していくようでもございますし、それに伴う三

位一体改革、それが具体的な執行がこの１７年度から始まろうと

しています。そして加えてまた、少子高齢化の急速な進展。そう
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いう状況にあるわけでございますので合併をしたからといって、

楽に行政がこの新伊方町の財政運営ができる、地域住民が行政の

恩恵を受けることができるというそのような簡単な状況ではこれ

から後、進まないと思っております。いよいよこの合併に伴って

の行政がこれから始まるわけでございますので、この合併協議に

参加していただきました皆様方、３町の事情、行政の内容そのよ

うなものを熟知しておられる皆様方にこれからの新町の運営に対

しまして、なお一層のご協力、ご指導を賜らなければならないで

あろうと思います。本当にご苦労でございましたが、これからも

なお一層、新町の行政に参画していただきますことをお願い申し

上げましてごあいさつとさせていただきます。 

            本当にご苦労でございました。ありがとうございました。 

協 議 会 事 務 局 長  どうもありがとうございました。 

            以上を持ちまして、本日の会議並びに合併協議会の議事につき

まして、すべて終了いたしました。 

            長期間にわたりまして、委員の皆様方には格別のご協力をいた

だきまして、誠にありがとうございます。事務局職員一同心か

ら厚くお礼申し上げます。 

            これをもちまして閉会といたします。 

            一同ご起立願います。礼。 
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